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Abstract
  “The Nine Chapters on the Mathematical Art” was the oldest book of mathematics in China 
before the unearthing of “Suan-shu shu.” The aim of our research is to provide a complete 
translation and annotation of it including annotations of Liu Hui（劉徽）and Li Chunfeng（李
淳風）from the viewpoint of our previous work on “Suan-shu shu.” 
  This is the twenty-first article based on our research and results in which we studied the 
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[三]今有共買璡、 人出半、 盈四、 人出少半、 不足三。 問人數・璡價各幾何。 荅曰、
四十二人、 璡價十七[2]。
[四]今有共買牛、 七家共出一百九十、 不足三百三十、 九家共出二百七十、 盈
三十。 問家數・牛價各幾何。 荅曰、 一百二十六家、 牛價三千七百五十[3]。
　盈不足術曰、 置所出率、 盈・不足各居其下[4]。 令維乘所出率、 幷以爲實。 幷盈・
不足爲法。 實如法而一[5]。 有分者、 通之[6]、 盈・不足相與、 同其買物者。 置所出率、
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以少減多、 餘、 以約法・實。 實爲物價、 法爲人數[7]。








































て解くと、本題では a= 1―2 ，b=
1―3 ，m= 4 ，n= 3 なので
　　　　 1―2      　　　　　　 　
1―3
　　　 本題ではa－b= 1―6 となるので、分子・分母を
1―6 で約すと、璡の価格=17銭、人数42
人となる。
　　（8 ） 本題では共同で牛を買う場合の家数と牛の価格について求める。 1 家ごとに出し
た銭数はそれぞれ190―7 銭（ 7 家）と
270―9 =30銭（ 9 家）となる。盈不足術を用いて解くと、
本題では a=30，b=190―7 ，m=30，n=330なので
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(12) 盈不足術の別解を示している。公式は、所出率を a, b、盈・不足を m, n と置くと、
a＞b のとき、 
   				������=x(人数) 
となり、人数 x が求まる。人数をもとに物価を計算すると、 






［一］今、共に物を買う。人ごとに 8 銭を出せば、3 銭余り、人ごとに 7 銭を出せば、4 銭
足りない。問う、人数・物価はそれぞれいくらか。答えにいう、7 人、物価 53 銭。  
［二］今、共に鶏を買う。人ごとに 9 銭を出せば、11 銭余り、人ごとに 6 銭を出せば、16
銭足りない。問う、人数・鶏の価格はそれぞれいくらか。答えにいう、9 人、鶏の価


















　［一］ 今、共に物を買う。人ごとに 8 銭を出せば、 3 銭余り、人ごとに 7 銭を出せば、
4 銭足りない。問う、人数・物価はそれぞれいくらか。答えにいう、7人、物価53銭。 
　［二］ 今、共に鶏を買う。人ごとに 9 銭を出せば、11銭余り、人ごとに 6 銭を出せば、
16銭足りない。問う、人数・鶏の価格はそれぞれいくらか。答えにいう、 9 人、
鶏の価格70銭。
























































4 ＋ 3 → 7（法）
　    　 ⑤ 実と法が整数で約せる場合は上下共に約すが、上下が分数と整数で約せないの
　　　　で分母の 6 を掛けて「同」する。（「不可約、故以乘同之」）
　　 　　17―6 に 6 を掛けると17になる。（実）

















































































　　　　 8×4 7×3…斉   →
32 21 …斉






　　　　　盈 3 ＋朒 4 = 7 　　　　　　　　　 …法
　　　 ⑤ 「斉之三十二者、是四假令、有盈十二」とは、仮令 8 銭、盈 3 銭を斉同術により
共に 4 倍することで斉32と盈12となることである。
　　　 ⑥ 「斉之二十一者、是三假令、亦朒十二」とは、仮令 7 銭、不足 4 銭を斉同術によ
り共に 3 倍することで斉21と朒12となることである。
　　　⑦ 4 仮令と 3 仮令を足した 7 仮令を実とする。つまり、
　　　　　 4 仮令（32）＋ 3 仮令（21）= 7 仮令（53） …実





物を買う、人ごとに 8 銭を出だせば、 3 銭余り。人ごとに 7 銭を出だせば、 4 銭足り
ない」という［一］の問題において、その仮の設定値を「斉」し、その余りと不足を「同」
すれば、盈・不足ともに12となる。「斉」した数を用いて計算すれば（ 8 × 4 =32、 7
× 3 =21）、過不足なしの真の数値となる。ゆえに、「斉」を加え合わせて実とし、余
りと不足を加え合わせて法とすることができる。「斉」の32は仮の設定値 8 銭を 4 倍
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したもので、盈12。「斉」の21は仮の設定値 7 銭を 3 倍したもので、また不足12。合
わせた 7 つの仮の設定値を一つの実とする。ゆえに 3 つの仮の設定値の 3 と 4 つの仮























　　（2 8） 「 足の実」とは、過不足のない適切な実（答え）の意。劉注 [5] にみえる「不
盈不朒之正數」を少設で約したもの。注（23）参照。
　　（29） ［三］題を例として本注を解説すると以下の通り。





























　　　②仮の設定値が 9 銭と 6 銭の時、一人の差は 3 銭。
　　　③よって、一人の差で衆人の差を約す、つまり27÷ 3 = 9 人で人数が得られる。
訳：この術の意は、盈・不足がすべての人（衆人）の出銭差となり、「出した所の率」の多
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